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一般 療養

紹介率 71.0%

逆紹介率 97.8%

一般 療養

紹介率 31.3%

逆紹介率 20.3%

　　　　　　紹介受診重点医療機関に係る協議について（東濃圏域）

①＜紹介受診重点外来の基準を満たす×紹介受診重点医療機関の役割を担う意向あり＞

1 岐阜県立多治見病院 ○（初診71.0％　再診35.4％） ○（意向あり） 地域医療支援病院0床

医療機関名
紹介受診重点外来に関する基準

への合致状況

紹介受診重点医療機関

の役割を担う意向
紹介率及び逆紹介率 協議の方向性

許可病床数
備考

1
岐阜県厚生農業協同組合連合会

東濃中部医療センター 東濃厚生病院
○（初診44.0％　再診26.3％） ×（意向なし） 0床

×

（紹介受診重点医療機関とならない）
270床

協議の方向性
許可病床数

備考

○

（紹介受診重点医療機関となる）
509床

②＜紹介受診重点外来の基準を満たす×紹介受診重点医療機関の役割を担う意向なし＞

医療機関名
紹介受診重点外来に関する基準

への合致状況

紹介受診重点医療機関

の役割を担う意向
紹介率及び逆紹介率

1



①外来医療の実施状況 ②当該地域の地域性 ③当該地域の外来医療提供体制における当該医療機関の果たす役割

1

岐阜県厚生農業協同組合

連合会

東濃中部医療センター

東濃厚生病院

・当院の外来患者は１日平均約５５０人、うち約9割の患者が70歳以上

であります。特に整形外科については、地域の医師数が圧倒的に不足

しているのが現状となっております。隣市の土岐市立総合病院におい

ても常勤医師が少ないことから互いに診療機能を分担しながら１病院

化を進めており、令和８年２月開院予定です。

・東濃医療圏（瑞浪市・土岐市・恵那市南部等）にはクリニック以外

に「かかりつけ医機能をもつ中小病院」がほぼない状況です。そのこ

とから紹介受診重点外来となることは現状では地域住民の期待する当

院の機能と理解に齟齬があります。

・地域医療構想を踏まえ、将来にわたり継続的・安定的な医療提供が

できるよう土岐市立総合病院と統合し、地元クリニック等と連携を図

りながら地域を支える中核病院として住民の健康と生命を守る役割を

果たしたい。

○「医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関」となる意向についての説明資料【②基準を満たす×意向なし】

医療機関施設名

紹介受診重点外来に関する基準と意向が合致しない理由等

2


